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ウォーカブルシティへの動きを筆頭に、「歩く」という行為が、いま多方面
で見直されています。健康促進や環境負荷の低減にとどまらず、精神的
充足感や、社会的なつながりを生み出したりなど、ウェルビーイングやサス
テナビリティの観点からも注目されるようになりました。

実際、自治体をはじめ、鉄道会社などの企業も多くの施策を展開しており、
地域の魅力の再発見や地域間の交流・消費の促進など、一定の成果を
上げています。一方で、歩くことの多面的な価値をどのように評価するかに
ついては、まだ模索の途上にあり、継続的な取り組みにあたっては課題も
見えてきています。

異なる性格のまちをつなぐ鉄道会社にとって、人びとが主体的に各地域の
魅力を見つけ出すことで沿線の価値が高まる未来は、一つの理想です。
そのためには、一人ひとりが日々の暮らしの中で、地域を歩いてみたくなる
仕掛けが必要だと考えます。

生活に深く根差した「歩く」という行為によって、人びとが自発的に地域の
魅力を発見し、継続的に地域との関係を育む。鉄道会社がその過程を
サポートすることで、まちを歩く人はさらに増えていく――。そんな好循環
こそが、沿線の未来を支えるのではないでしょうか。

本特集では、「歩く」を軸にした地域活性につながる事例を通して環境や
仕組みのつくり方を探るとともに、その価値をどう評価し、沿線全体へ広め
ていけるかを考えていきます。
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リベラルな市民や個性あるスモール
ビジネスがつくりあげた多様なネイ
バーフッドに、アマゾン、スターバック
ス、マイクロソフトなどの世界的企業
が進出し、変貌したシアトル。ジェン
トリフィケーションに向き合った人々
とまちの軌跡を追った著書『ネイバー
フッド都市シアトル』（学芸出版社）

うちだ・なおみ
福井市出身。ワシントン大学修士課程修了、
早稲田大学理工学研究科博士後期課程
修了。博士(工学)。専門は都市計画･まちづ
くり。金沢工業大学環境･建築学部専任講師
などを経て、現職。アーバンデザインセンター
大宮副センター長として大宮駅周辺のまちづ
くりにも取り組む。主著に『ネイバーフッド都市 
シアトル：リベラルな市民と資本が変えた街』

（学芸出版社）、共著に『金沢らしさとは何か』
（北國新聞社）ほか。

大宮に多い古着店や古物店が集まるスト
リートマーケットは、年に1〜2回開催。地
元の植物を扱う業者や飲食店も出店し、
路上がにぎわう（©アーバンデザインセン
ター大宮[UDCO]／撮影：森本絢）

人間中心の都市デザインには
ウォーカビリティが重要

―ご専門であるまちづくりや都市計画の
研究について、教えてください。

内田：ウォーカブルな都市空間のデザイン
や、まちらしさ、まちの個性とも言える都市
のオーセンティシティを生かした、歩行者
中心のまちづくりを研究しています。公共
空間の活用やエリアマネジメントを推進
するアーバンデザインセンター大宮(以下
UDCO)の副センター長として、さいたま市
にある大宮駅周辺のまちづくりにも携わっ
ています。どのようにすれば歩いて楽しい
まちをつくれるか。実験的な取り組みを行
いながら、もたらす効果についても研究し
ています。

空間を造ればいいわけではなく、むしろそ
の空間で人がどう仕掛けるかが重要です。
ウォーカブルなまちの理想はいつも変化し
ていると考え、ハードを生かしながら、日
常的に歩きたくなる仕掛けを動かしていく
知恵と工夫が不可欠だと考えています。

歩くことによる偶然の出合いが
地域らしさの発見につながる

―ウォーカブルなまちづくりは、都市に
とってどんなメリットがありますか。

内田：都市計画家のジェフ・スペックは、
私も翻訳に携わった著書『ウォーカブルシ
ティ入門』の中で、経済面、健康面、社会
面で3つの効果があると説明しています。ま
ず、車に依存しなくなるので、家計に占める
ガソリン代が減り、その分が地域内の消費
に回ります。次に、歩行量が増加すると肥満
などの健康リスクが減るので、医療費の抑
制にもつながります。そしてさらに、歩くと「エ
ンカウンター(偶発的な出合い)」が生まれ、
コミュニティや都市の社会性を強化します。
　レベッカ・ソルニットは著書『ウォークス 
歩くことの精神史』で、「人は歩いて初めて
そのまちで生活していることになる」と書い
ています。社会性は数値化が難しいのです
が、歩くことから生まれる社会とのつながり
は、真にその都市で生きているという感覚

― 近年、ウォーカブルなまちづくりは大
きな注目を集めるようになりました。どの
ような理由があるのでしょうか。

内田：1980年代以降、自動車中心の近代
都市計画への反動として、人間中心の都市
デザインを求めるニューアーバニズムの動き
が生まれました。建築家ヤン・ゲールの『人
間の街：公共空間のデザイン』『パブリック
ライフ学入門』に代表されるように、街の主
役は人間だという考え方が広まったのです。
　日本の地方都市では、歩行者量を中
心市街地活性化のKPI※1としてきました。
人口減少によりまちを歩く人も減る中で、
改めてウォーカビリティ（歩きやすさ）の重
要性が認識されたという面もあるでしょう。
そして、2020年から、国土交通省が「“居
心地が良く歩きたくなる”まちなかづくり〜

を得るために、とても大事な要素です。

―ご研究テーマでもある、歩くことと都
市のオーセンティシティには、どんな関
係があるのでしょうか。

内田：車はA地点からB地点への直線移
動なので、偶然性を生む余地があまりあり
ませんが、歩くとまちを構成する人や要素
との出合いがあります。つまり、歩くと気づ
かなかったまちの魅力、「らしさ」を発見し
やすいのです。
　まちの「らしさ」とは歴史的な町並みや
史跡などの古いものだけでなく、そこに無
理なく存在し育っていく新しいもの、例え
ばこの後お話する、大宮で始まった古着、
古物を軸にしたイベントなども含みます。人
は新しい要素に反応しますし、新しい「らし
さ」も人を呼び込もうとする。人と「らしさ」
は歩くことで出合い、社会に共有されてい
きます。「らしさ」の発見は、ウォーカブルな
まちづくりの鍵になると思います。
　まちの「らしさ」には、①個人的解釈②
集団的解釈③客観的解釈という3段階が
あると言われていて、歩くことによる発見
は個人的解釈の出発点です。それが集団
的解釈になり、時間を経て客観的解釈に
なっていくこともありますが、必ずしもそう
とは限りません。無理に全体としての「らし
さ」を統一する必要はなく、個人や小さな

ウォーカブルなまちなかの形成」という施
策を推進するようになったことから、全国
に広がっていったのだと思います。

―ウォーカブルは「歩きやすい」という意
味ですが、概念としてはどのように捉え
るといいでしょうか。

内田：近代的な都市計画には、広い道路
の方が歩きたくなるという発想がありまし
た。しかし、70年代のニューヨークの研究
では、路上にある種の「邪魔」がある方が
歩行者に好まれるという結果が出ていま
す。緑やディストラクション（気を散らすも
の）などの目を引くものをいかに路上に置
くか。何かしらの「演出」を加えることによっ
て、ウォーカビリティは形成されると考えて
います。つまり、広場や歩道など物理的な

集団が、「らしさ」の発見を通して場所へ
の愛着を形成していくことが重要です。

―ご研究の中で、ウォーカビリティと「ら
しさ」の関係がよくわかる事例があれ
ば、教えてください。

内田：一般的に、大都市はウォーカブル
で歩行者も多いですが、愛着は育ちにく
い。地方では愛着は育ちやすいけれど歩
行者が少ないというのが現状です。その
中間に位置づけられる大宮の例につい
て、お話しします。
　UDCOでは、公共空間を創造的に活用
できる人材を育てるために、「ストリートデザ
インスクール」を運営しています。そのスクー
ルでさいたま市や大宮の「らしさ」を探して
みたところ、古着・古物店が集積しているこ
とを発見しました。そこで、古着マーケットや
古物市を路上で開催してみると、想像以上
に多様な層の人たちが訪れ、大宮の魅力と
しての古着文化に気づいてくれたのです。
　特にストリートで取り組みを展開する
と、参加のハードルが下がります。催しの
横をたまたま通りかかるというウォーカブ
ルな構造の中で、偶然の出合いと地域ら
しさの発見を促進できたのです。「歩く」→

「出合う」→「気づく」という循環をつくる
ことで、都市の「らしさ」を体験してもらえ
ました。

内田奈芳美さん
埼玉大学 

人文社会科学研究科 教授

ウォーカブルなまちづくりに必要なのは
データや地域情報を施策に「翻訳」できる人の力

相互に高まるウォーカビリティとまちの個性
歩くことが生む経済的・社会的効果とは

歩くことにはさまざまな効果や可能性がある中で、

ウォーカビリティが都市にもたらすものとは何でしょうか。

研究者・実践者双方の立場から、歩行者中心のまちづくりに携わってきた

埼玉大学教授の内田奈芳美さんにお話を伺いました。

※1　Key Performance Indicatorの略で、重要業績評価指標の意。中間的な目標数値のこと
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UDCOの社会実験「ストリートプランツ」は、市民や企業が街路樹に協賛し、地場産
業の植木業をPR。街路の緑化にも寄与でき、市内の植木生産者に委託することで地
域経済も潤う仕組み（©アーバンデザインセンター大宮[UDCO]／撮影：工藤裕之）

地域を読み解き、時間をかけて
アイデアを積み重ねる

―大宮の例は、都市の「らしさ」をうまく
表現したウォーカブルな仕掛けですね。
歩きたくなるまちに不可欠なこととは何
でしょうか。

内田：まず、地域らしさを読み解く力は欠
かせません。テクニックとしては、土地利
用、地図、古地図、ガイドブックの変遷、市
史などの読み取りがあります。先ほどお話
ししたように、「らしさ」は個人による解釈
から始まり、時間をかけて集団で共有さ
れていくもの。とがったものも含め個人の
読み取りを否定することなく、さまざまな
人を巻き込みながら地道に共有すること
が第一歩です。まちづくりに取り組むNPO
など、既存の活動団体と連携するのも効
果的でしょう。役所のみならず市民も参加
し、専門家がまとめる。その輪に、地域の
企業が関わることも重要だと思います。
　また、ストリートにいかに滞在してもらい
活動を生み出すかを考える時、歩行者が
少ない、あるいはいても滞在時間が短いと
いうエリアでは、仕掛けが必要です。地域
の在り方や歩行者の傾向はそれぞれで
すから、先行事例を模倣するのではなく、
そのまちの特徴を読み解き、無理のない

いで大宮らしさを引き出しています。

効果測定を目的化せず
データを翻訳する能力こそが必要

―ウォーカブルなまちの経済的効果を
測る方法があれば教えてください。

内田：行政的な視点で言えば、歩行者量
の増加と、それに伴う事業者の増加や地
価上昇による固定資産税の増収が指標と
なります。間接的ではありますが、歩くこと
の健康増進効果による社会保障費の削
減もその1つです。民間企業の視点では、
売り上げや賃料の上昇が挙げられます。
歩行者の増加は賃料をも押し上げ、歩くこ
とが経済効果を生むと実証されています。
さらに、屋外に飲食スペースを設けるな
ど、路上を活用することによる売り上げの
増加もあります。
　また、ウォーカビリティのために緑を増や
す社会実験「ストリートプランツ」では、定
量と定性の両方で調査し、緑視率※2・緑
被率※3の増加と歩行者の回遊行動との
関係性が認められました。例えば、路上に
一時的に植栽を置くことによって、店舗へ
の立ち寄りなどの歩行者の行動に変化が
見られます。環境面でも、緑化による地表
温度の低下という効果があります。
　ウォーカビリティを評価する際は、歩行

「らしさ」を表現する。
　ハード面での空間の整備だけでは「ら
しさ」は生まれないので、人の関与が不可
欠です。人のアイデアや協力の積み重ね
によって、物理的な空間に魂が宿っていく
のだと思います。

―ウォーカブルなまちにするためには、地
域の文脈を読み解き、時間をかけて「ら
しさ」を育てていく必要があるのですね。

内田：長年フィールドワークをしているアメ
リカのシアトルは、90年代からウォーカブル
な政策を進めてきた都市です。ウォーター
フロントでは、地下化された高速道路の跡
地が広大な公園になり、ウォーカビリティ
が実現しましたが、その過程では市民によ
る議論が何十年も重ねられました。どんな
暮らしを実現したいのか、理想を共有し、
市民がどんな活動をしてきたかということ
が重要であって、完成した形をまねしても
ウォーカブルなまちにはならないのです。

― 市民による議論や活動というところ
で言うと、大宮ではスクールで人材育
成を行っていますね。

内田：地域らしさを読み解くなどの取り
組みを推進するキーマンは、自然発生的

者量の増加のみならず、路上での新しい
アクティビティの種類がどれだけ増えたか
も重要です。路上の新しい使い方が生ま
れると、新しい事業を展開するヒントにな
ります。

―想像以上に、さまざまな評価軸がある
のですね。企業がウォーカブルなまちづく
りに参加するきっかけにもなりそうです。

内田：AIやカメラを使った測定技術は進
化しており、回遊性や滞留時間などさまざ
まな項目が、低コストで測定できるようにな
りました。これは追い風には違いないので
すが、データ収集が目的化してしまわない
ように注意しなければなりません。
　集めたデータを施策にどう生かすか、

「翻訳」するのは結局、人です。翻訳は、
必ずしも技術者や理系の人材の役割で
はありません。哲学や文学なども含めた文
系の分野も勉強する中で養われる、幅広
い能力が求められます。ウォーカビリティの
仕掛けとは、地域性やデータを読み取っ
た上での「人のアイデア」。データを翻訳す
る能力を身に付けた人材の育成も必須だ
と思います。
　企業がまちづくりに参加する場合、人材
育成のように一見回り道に見えることを受
容できるかどうかも、問われるのではない
でしょうか。

には生まれにくいもの。また、ストリートを
活用するためには、法律を知り、警察や保
健所などと調整を行う必要があります。そ
のため、ストリートデザインスクールを立ち
上げ、人材育成から始めたのです。
　ウォーカブルなまちづくりにおいて、スト
リートの活用は非常に重要なポイント。公
共空間の利活用は、国交省の政策により
推進される傾向にあるので、各地域にある
都市再生推進法人や官民連携の組織など
が柔軟に対応していくといいと思います。

―ウォーカビリティや 地 域らしさを考
える際、対象とする範囲について、その

「単位」をどう捉えたらいいでしょうか。

内田：歩くことに親和性の高い概念では、
「界

かいわい

隈」があります。町丁目には当てはま
らなくとも、なんとなくそこにある質の塊を
見つけて戦略的に再定義し、歩いて回れ
る範囲を視覚化、設計するといいのでは
ないでしょうか。　
　例えば、なぜか同じ地域に集まっている
新しい店同士をつないだり、大宮のように
古着店をつないだりなど、同質的な特徴
のある範囲を界隈と捉えれば、無理のな
いウォーカブルなエリア設定ができると思
います。UDCOではストリートを軸として考
え、戦略的にいくつかのストリートをつな

まちとつながるための
ハブの役割を担う駅

―ウォーカブルなまちづくりにあたり、鉄
道会社には何が期待されますか。

内田：世界的にTOD※4が注目されてお
り、その先進事例として多くの国が日本を
参考にしています。駅に対する期待は都市
と地方では異なりますが、共通して求めら
れているのは、「居場所」としての機能で
す。再開発によって整った空間が増える一
方で、ほっと一息つける隙間が失われて
います。居場所としての「余白」の重要性
を、改めて感じています。
　また、駅は偶発的な出合いの場であり、
まちに出ていく「冒険」の出発点でもある。
地域の特性を生かしたウォーカブルな空
間づくりが求められていると思います。JR
姫路駅には、キャッスルビューという姫路
城を一望するデッキがあります。以前はバ
スやタクシーの乗り場だった駅前の歩行
者空間で緑化イベントが行われるなど、子
どもたちが遊ぶ光景も見られます。駅が開
かれ、駅自体が界隈を形成していると言っ
てもいいようなまちとのつながりができて
いると思います。多くの人が集う駅だから
こそ、外の様子やまちで起きていることが
見えるとつながりを感じ、歩き出してみたく
なるのではないでしょうか。

※2　�人の視界における植物の割合
※3　�ある地域における植物で覆われた面積の割合
※4　�Transit-Oriented Developmentの略。公共交通指向型開発の意。公共交通機関を中心に都市の機能を集める脱車社会のまちづくりのこと

高速道路の高架橋の跡地にできた、約8ヘクタールのウォーターフロント・パーク。
シアトルの海辺を見渡せる空間には豊かな植栽が施されている。自転車の専用
レーンとも接続し、ヨガクラスや音楽イベントも開催される

UDCOが主催するストリートデザインスクール。座学に加え、実際にまちづくりに取り組む
「社会実験」が特徴。受講生は担当エリアごとにグループで分かれ、アイデアを出し合
い、企画実行を体験する（©アーバンデザインセンター大宮[UDCO]／撮影：三浦一仁）

真正面から姫路城が見えるJR姫路駅の展望デッキ「キャッスルビュー」。駅ビルや
私鉄、百貨店をつなぐ。鉄と木を組み合わせることで姫路城の門をイメージしたという

（写真提供：姫路市）
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自分の生活リズムを崩さず、ワーケー

ションでもつつましく過ごすYさん。

「 居 住 」と「 旅 行 」の 中 間のような、

ちょっといい日常を楽しむ地味なワー

ケーションは、鉄道会社のヒントにな

るのではないでしょうか。非日常を満

喫するスタイルよりも普及していく可

能性を感じました。��（研究員・松本）

　西武鉄道池袋線石神井公園駅の西
口改札前にある「_CONVENI（バーコン
ビニ）」。地元の農産物や加工品、福祉
作業所のチョコレート、クリエイターが手
掛ける一点ものの雑貨など、西武線沿
線でつくられる商品が並びます。コンセ
プトは「その時々の地域の _ が買えるお
店」。アンダーバーの部分には、商品を
限定しないという意味があります。
　店内で存在感を放つのは、等間隔に
並ぶ緑色の棒（バー）。「店内飲食や商
品展示に使う、棒の間に渡した網棚や
つり革は、西武鉄道の廃車両から再利
用したものです」と店舗を運営するノウ
株式会社代表の深津康幸さんは話しま
す。棒を支柱に、棚などのレイアウトを変
えられる自由さは、「_」の中身をさまざま
に変化させるコンセプトを体現しています。
コンセプチュアルなデザインが関心を呼
び、遠方からの来店もあるそうです。
　_CONVENIは2025年８月、西武鉄道
が手がける「駅ナカ・コンビニ『トモニー』」
の跡地にオープンしました。駅高架下を
活用するイベントなどで、以前から西武グ

ループとつながりがあった深津さんが、
沿線の価値向上を目指す西武鉄道に企
画書を持ち込んだのがきっかけです。
　「長年の地域住民として、さまざまな
課題を感じていました。都市農業が盛
んな練馬区の野菜を駅前で買えるよう
にしたり、魅力ある個人店を知ってもらっ
たりと、地域経済を循環させながら沿線
の魅力を発信したいと思っていたんです」
　店で扱う商品は、地域の魅力が発信
できる「ちょっと気の利いたもの」をセレ
クトしている深津さん。交渉の際には事
業者を直接訪れ、地域への思いを伝え
ると言います。すると他の事業者を紹介
してもらえることもあり、熱意を持った沿
線の事業者の輪が広がっています。
　商品にはそれぞれファンがいて、一人、
友人同士、家族連れなどさまざまな層が、
手土産や自分用に購入しようと、立ち寄
ります。ドリンクや軽食で一服する来店
客が知った顔を見つけ、世間話で盛り上
がるのも日常の光景。生産者やクリエイ
ターを招いた週に1度ほどのイベントでは、
お互いの興味を知れるアプリ「JiwaJiwa

_CONVENI
沿線から集めた“ちょっと気の利いた”商品を販売

駅前で地域の活性化を目指す拠点

取材・文／中村さやか

（じわじわ）」を導入し、会話のきっかけ
を提供しています。
　「地域の魅力向上と活性化の活動拠
点」「沿線の商品販売・情報発信拠点」

「イベントなどの開催拠点」と、3つの役
割を果たす _CONVENI。西武鉄道沿
線価値創造本部の小川大輔さんも「ま
ちづくりでは、地域の方が主体的に活動
し、我々はサポートに回るのが理想の形。
継続的な取り組みができるリアルな拠点
は重要です」と笑顔を見せます。
　走り出したばかりの _CONVENI。人
が集まる駅前を本拠地に、地域と沿線
をつないでいます。

DATA
東京都練馬区石神井町3丁目23−15
https://www.instagram.com/barconveni/

1. 商品案内をしたり店内飲食の人々と会話したり
する店員は、人と店をつなぐ役割も果たす。中央に
描かれた眼鏡の人のモデルは深津さん

2. 「SHAKUJII PARK」というロゴのパーカーは、深
津さんも「こんなに売れると思っていなかった」と言
うほどの売れ筋商品

3. 沿線の電設会社が新規事業として販売する無調
整豆乳「Peace」。国産のタマホマレを使用したなめ
らかな飲み心地と自然の甘みが人気

文／髙梨輝美　イラスト／松橋てくてく

Profile
37歳　男性　会社員
未婚　埼玉県在住　1人暮らし
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有休を使わずにリフレッシュ

　Yさんは、人事労務に従事する会社員。出
社はほぼなく、平日はテレワーク導入を機に
都心から転居した大宮の自宅にこもって仕事
に励み、週末になると都内へ遊びに出かける
生活を送っています。
　そんなYさんがワーケーションに興味を持っ
たのは、同僚が1カ月間、東北に滞在して地
元の料理や温泉を楽しみながらリモート勤
務をする様子を目の当たりにしたことでした。
就業時間に融通が利く今の職場だからこそ、
自分もやってみようと思ったそうです。
　ワーケーションは、リゾート地などで仕事と
休暇を両立させる働き方。Yさんは、およそ
3カ月ごとに土日を挟んで1週間ほど、長野や
群馬、栃木などに滞在するようになりました。
そして「有休を減らさずにワークライフバランス
を充実させることができる」と気づきました。

きっちり働きながらも自分を甘やかす

　ワーケーションの準備は1カ月前から始め
ます。期間中に忙しくなり過ぎないよう業務
量を調整し始め、行き先を決めて、レンタカー
や宿を手配します。これまで一番多く利用し
たのが軽井沢の温泉付きペンションです。
気候がよくて空気もおいしく、街や自然が異
次元にきれいなところが気に入っています。
　ただし、ワーケーション中も平日は朝10時

から夜7時まで、きっちりパソコンに向かうの
が Yさん流。食事はコンビニの弁当などで簡
単に済ませます。一方、金曜日は半休をとっ
て、午前中に仕事を終わらせると、ドライブ
を楽しみながらお気に入りのカフェや、少し
離れた温泉地へ。「平日にゆっくりする背徳
感がたまらない」と言い、つかの間のぜいた
くな時間を過ごして自分を甘やかすのだとか。

質素さと充足感のバランスを探る

　「普段は自炊するなど極力お金をかけない」
と言うYさん。大宮では週末も質素スイッチ
が入っていますが、ワーケーション中は財布
のひもがゆるむそう。普段は節約するコーヒー
やケーキをカフェで楽しんだり、地元の人気
店を見つけてグルメ欲を満たしたり、ひいきの
ご当地スーパーで自宅用の食品を大人買い
するのも楽しみと言います。
　1度の滞在で10万円前後かかり、1カ月
に自由に使えるお金の大半を費やしますが、

「旅先での体験や心の豊かさのためのお金
は惜しみたくない」と言います。ただ、1週間
も滞在すれば十分に楽しんだ気持ちになり、
元の質素な生活に戻りたくなるそうです。
　自分にとってワーケーションは、「年を取っ
た時の理想的な働き方の予行演習という言
葉がぴったりくる」とYさん。次なるライフス
テージに向けて、移住も視野に一層のワーク
ライフバランス向上を模索しているようです。

明日はカフェで
ぜいたくしよう

11

2

3

いま注目したいユニークなリアル店舗
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